
 
    

 
 
 
 
 
 

 

  

    明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

３学期は、一年間の学習のまとめを行う時期です。学校図書館を活用して集めた多くの 

   情報を処理し、まとめて発信していく授業展開を通して、子どもたちの生きる力を育てて 

いただきたいと思います。 

 
 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
   
 

 

 宮田小学校 ６年生のブックトーク教室 11月20日（木） 

宮田小学校では、６年生が物語学習の総仕上げとして、６年間で学習した作家の作品の中から、教科

書に掲載されていない作品を選んで多読し、お気に入りの作家を一人決めて、いくつかの作品を選んで

下学年に向けた、ブックトークを行いました。ブックトークの方法については、第七中学校学校司書の

高桑弥須子先生に教えていただきました。 
 高桑先生は、ブックトークとは「ひとつのテーマで何冊かの本を順 
序だてて紹介すること」で、その目的は「いろいろな本を知らせて、 
読んでもらう」ことであると教えてくださいました。実際に工藤直子 
さんの作品でブックトークを実演してくださいました。その後、本の 
上手な紹介の仕方として、①紹介する順番を考える。②紹介している 
本をしっかり見せ、書名をきちんと伝える。③ゆっくり、はっきり、 
ていねいに話す。④紹介の仕方を工夫をする。⑤紹介した本のリスト 
を作る。等のポイントをわかりやすく教えてくださいました。子どもたちは、それぞれに練習を重ね、

各クラスでブックトークを立派に行うことができました。 

 新井小学校 学校図書館活用授業12月3日（水） 

 新井小学校では「自ら考え、生き生きと表現する児童の育成～言語 

活動の充実と生徒指導的機能の活用を通して～」を研究主題に掲げ、 

学力向上推進事業における公開研究会が行われました。新井小学校は、 

教育センターの学校図書館推進事業研究協力校でもあり、今回は「わ 

たしたちの願いを実現する政治」の授業で図書館活用を取り入れた授 

業が展開されました。「税金」という子どもたちにはあまりなじみのない言葉をキーワードに子どもたち

の興味を引き付け、学校司書の集めた資料を活用して学習が進められました。指導主事の木村先生から、

「授業の導入は、いかにして子どもたち全員に、調べたい！図書館にすぐに行きたい！と思わせること

が出来るかが勝負です。子どもたちが、すぐにでも調べたくなるような導入の仕方を工夫してください」

と、ご自身の実践事例を交えた指導が行われました。 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 
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学校図書館活用授業時間数調査 前期集計結果 

 

       学校図書館を活用した授業の際に役に立つデータベースをご紹介いたします。 

☆ 国立国会図書館「レファレンス協同データベース」 

様々なレファレンス事例が掲載されており、市川市中央図書館もデータ提供しております。 

☆ 国立大学法人東京学芸大学「先生のための授業に役立つ学校図書館活用データベース」 
指導案だけでなく、授業者コメントも掲載されており、指導計画を立てたり、授業展開を考え 

たりする際の参考にすることができます。 
 どちらも学校図書館を活用した授業を行う際に有効なデータが、多数掲載されておりますので、  
お時間のあるときに、それぞれのホームページを覗いてみてはいかがでしょうか。 
また、情報提供にご興味のある方（学校）は、教育センターまでご相談ください。 

お知らせ 

図書館の窓から 
 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

秋の文化祭である城山祭は、今年も図書委員全員が参加する取り組みとなりました。委員長を中心

に皆で話し合い、お薦め本の紹介や本探しクイズ、掲示物 

作成などの分担を決めて活動をしました。 

城山祭を終えた前期の反省会では、委員長から委員会の 

生徒に対して「一年生は蔵書点検を頑張ったこと、各学年 

の先輩は後輩をリードして城山祭を成功させたこと、副委 

員長が委員長の自分を助けてくれたこと」など、感謝の言 

葉がありました。 

委員長の成長した姿と、委員会の生徒たちが協力して 

頑張っていた姿にとても感動しました。 

市川市立第五中学校 学校図書館員 中島 園恵  

 平成２６年度前期（４月～９月）の学校図書館活用授業時

間数調査の結果をお知らせします。 

 小中学校の合計が、「19,105 時間」となり、全ての学級が

毎週１時間は学校図書館を活用した授業を行っているという

結果になりました。 

 活用教科等も多岐にわたっており、学校図書館が読書セン

ターとしてだけでなく、学習センター・情報センターとして

の機能を果たし、学校生活の中で日常的に活用されていると

いうことが伺われます。後期も授業の中で更なる有効活用を

推進していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

教科等 活用時間数
国語 10,279
社会 1,354

算数・数学 12
理科 760
生活科 545
音楽 3

図工・美術 1,031
体育・保健 50

家庭科・技術科 250
外国語・英語 80

総合 4,545
道徳 39

特別活動 69
その他 88
合計 19,105


